リスク見積り・評価基準（例）
表1.「危険状態が発生する頻度」基準

	頻度
	評価点
	内　　容

	頻繁
	4点
	1日に1回程度

	時々
	2点
	週に1回程度

	滅多にない
	1点
	半年に1回程度


表2.「危険状態が発生した時にケガに至る可能性」基準

	可能性
	評価点
	内　　容

	確実である
	6点
	安全衛生方策の状況、ハザードの性質（大きさ、速度、方向等）、作業者の反応　等の関連する事項により統合的に判断する。

	可能性が高い
	4点
	

	可能性がある
	2点
	

	可能性はほとんど無い
	1点
	


表3.「ケガの重大性」基準

	重大性
	評価点
	内　　容

	致命傷
	10点
	死亡や永久的労働不能につながるケガ

障害が残るケガ

	重傷
	6点
	休業災害（完治可能なケガ）

	軽症
	3点
	不休災害

	微傷
	1点
	不当後直ちに元の作業に戻れる微小なケガ


リスクポイント＝「危険状態が発生する頻度」＋「ケガに至る可能性」＋「ケガの重大性」

表4.「リスク低減のための優先度の設定」基準

	リスクレベル
	リスクポイント
	リスクレベルの内容（低減措置の進め方）

	Ⅳ
	12～20点
	安全衛生上、重大な問題がある

（リスク低減措置を直ちに行う／設置の実施まで作業を中止する）

	Ⅲ
	8～11点
	安全衛生上、問題がある

	Ⅱ
	5～7点
	安全衛生上、多少の問題がある

（リスク低減措置を計画的に行う／措置の実施まで、適切に管理する）

	Ⅰ
	3～4点
	安全衛生上の問題は、殆どない

（費用対抗かを考慮して、リスク低減対策を行う）


リスクレベルの決定方法

1． 危険状態が発生する頻度、ケガに至る可能性、ケアの重大性の各評価点を足し計算する。

2． 合計点がリスクポイントとなる。

3． 算出したリスクポイントを表4に照らし合わせリスクレベルを決定する。

例：リスクポイントが9点→リスクレベルはⅢ

（注）この基準（例）は、汎用のものであり、実際には事業場の状況に応じて基準を作成する必要があります。

